
【事務事業シート】

1

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

2

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

７

年

度

要因分析

要因
学校保健安全法に基づき健康診断は毎年度６月30日までに行うものとされているが、長期欠席等でやむを得ず受診できない

者などが一定数存在するため、目的達成には至らなかった。

総括

見直し方向性 維持

学校保健安全法に基づく健康診断のため、予算の見直しは想定していない。

決算額 40953 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 101

千円 決算額 41509 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
38591 千円

最終現計

予算額
41342 千円

最終現計

予算額

98.2 ％ 達成率 98.3 ％ 達成率

41610 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 37937 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 96.9 ％ 達成率

％ 実績値 98.2

100 ％ 目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 96.8 ％ 実績値 96.9 ％ 実績値 ％％ 実績値 98.3

当初
事　項 児童生徒保健対策費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要
学校保健安全法の規定に基づき、県立学校幼児児童生徒の健康診断を実施する。

始期 1958

終期

Ｋ  P  Ｉ

県立学校の幼児・児童・生徒の健康診断の受診率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 100 ％ 目標値

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

７年度のKPIの実績は想定通りの成果が出ている。現状のニーズを踏まえると、目標である学校給食実施率

100％の維持ができると考えられることから、８年度の執行方法や９年度の予算の見直しは想定していな

い。

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 4330 千円 不用額 千円

最終現計

予算額
千円

決算額 47577 千円 決算額 67114 千円千円 決算額 51784 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
52180 千円

最終現計

予算額
82856 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 100 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

56114 千円

実績値 100 ％ 実績値 ％

％

実績値 100 ％ 実績値 100 ％ 実績値 100 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100R  4  年  度 目標値

令和７年度　　事後評価シート

当初
事　項 特別支援学校給食委託費 予算主管課 特別支援教育課

事　業

概　要
特別支援学校の学校給食等を外部委託により実施する。

始期 2006

100 ％ 目標値 100

終期

Ｋ  P  Ｉ

学校給食実施率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度



3

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

4

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

計画に沿った参加率の達成ができており、引き続き多くの児童に運動やスポーツを行う楽しさや喜びを十分

に機会を提供する。

決算額 1200 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 73

千円 決算額 171 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1274 千円

最終現計

予算額
1274 千円

最終現計

予算額

101 ％ 達成率 102 ％ 達成率

244 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 1147 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 102.08 ％ 達成率

％ 実績値 98

97 ％ 目標値 98 ％ 目標値 99 ％

実績値 95 ％ 実績値 98 ％ 実績値 ％％ 実績値 100

当初
事　項 えひめ子どもスポーツＩＴスタジアム事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

ホームページを活用して楽しく競い合える環境を整備し、幼児及び児童の体力向上やス

ポーツへの参加意欲の向上を図る。

始期 2006

終期

Ｋ  P  Ｉ

えひめ子どもスポーツＩＴスタジアム参加小学校の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 96 ％ 目標値

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

本年度の段階で目標を達成しており、今後も継続的な取組をとおして、実績値の向上を目指すことから、８

年度の執行方法や９年度予算の見直しは想定していない。

決算額 838 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 240

千円 決算額 891 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1039 千円

最終現計

予算額
1055 千円

最終現計

予算額

130.7 ％ 達成率 124.3 ％ 達成率

1131 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 802 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 123.8 ％ 達成率

％ 実績値 71.9

55 ％ 目標値 60 ％ 目標値 65 ％

実績値 48.6 ％ 実績値 61.9 ％ 実績値 ％％ 実績値 74.6

当初
事　項 がん教育推進事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

がんやがん患者に対する正しい理解と認識を深めるため、学校における「がん」教育を

推進する。

始期 2014

終期

Ｋ  P  Ｉ

モデル校のがん教育授業前と授業後における生徒のがんに対する誤答・無答の減少率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 50 ％ 目標値



5

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

6

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

７

年

度

要因分析

要因
魅Can部に対する活動費の支援や部活動指導員等の拡充により、前年度比で満足度は上がったものの、令和７年度は魅Can部

の対象が小中規模校のみで、大規模校にまで支援の効果が及ばなかったことから未達成となった可能性がある。

なお、部活動に所属している生徒の満足度は90.4%であった。

総括

見直し方向性 維持

引き続き部活動の魅力化は図っていくが、毎年、生徒の入れ替わりがあるため。

決算額 65772 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 24103

千円 決算額 110394 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
108904 千円

最終現計

予算額

97 ％ 達成率 95.4 ％ 達成率

134497 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率

％ 実績値 79.5

82 ％ 目標値 84 ％ 目標値 86 ％

実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％％ 実績値 80.1

当初
事　項 部活動改革・魅力アップ推進事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

教員の負担軽減を図りながら、各学校や地域の実情を踏まえた持続可能な部活動改革を

行い、生徒が生涯にわたってスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保するための体

制づくりを進める。

始期 2024

終期 2027

Ｋ  P  Ｉ

部活動に対して満足している生徒の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 80 ％ 目標値

７

年

度

要因分析

要因
全国中学校体育大会については、全国的に部活動の地域連携・地域展開に伴う地域クラブの参入増加による競技力の向上が図られている

中、前年度より入賞数を増やし、健闘した。

インターハイの入賞数については、令和４年度の四国ブロックインターハイ（地元開催）以降、継続的な強化が実施され、好成績が続い

ていたものの今年度は大きく減少した。学年により競技力の差が大きい競技もあるため、継続的・系統的な強化が必要とされる。

総括
中高生競技力向上対策事業は、これまでの取り組みにより一定の成果を上げてきたものの、地域のスポーツ環境の変化やニーズの多様化を受け、令和７年度をもって廃止す

る。これに代わり、「ジュニア世代スポーツ活動活性化支援事業」を新たに創設し、ジュニア世代が安全かつ積極的にスポーツに取り組める環境整備を推進する。

新事業では、ジュニア世代の多様なスポーツ活動を支援し、充実した競技体験ができる環境づくりを更に進め、県内の学校スポーツ活動の活性化と魅力向上を目指す（結果

として、競技力の向上にもつなげていく）。移行にあたっては、関係者間の連携を密にし、改めて円滑な事業運営を図る。

見直し方向性

決算額 25995 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額

千円 決算額 23272 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
29584 千円

最終現計

予算額
25995 千円

最終現計

予算額

89.3 ％ 達成率 75 ％ 達成率

23272 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 29584 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 94.05 ％ 達成率

件 実績値 75

84 件 目標値 84 件 目標値 84 件

実績値 件 実績値 79 件 実績値 件件 実績値 63

当初
事　項 中高生競技力向上対策事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

全国大会での成績向上を目指し、県内トップレベルの中高生の競技力向上を図るため、

体育連盟が行う事業に要する経費を補助する。

始期 2007

終期 2025

Ｋ  P  Ｉ

全国中学校体育大会・全国高校総体入賞者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 84 件 目標値



7

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

8

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

見直し方向性 改善

地域展開に伴うスポーツ大会運営の課題抽出と改善活動を継続し、PDCAサイクルを深化させることで、８

年度の執行から、運営体制の安定化と質の向上を図るとともに、関係者間の連携強化や運営ノウハウの共有

を促進し、子どもたちの安全かつ充実したスポーツ環境の整備につなげる。

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因

総括

当初
事　項 スポーツ大会活動推進事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要
各種スポーツ大会の充実を図るため、事業の委託及び補助を行う。

始期 2007

終期

決算額 7395 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額

千円 決算額 7245 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
7395 千円

最終現計

予算額
7395 千円

最終現計

予算額

0 ％ 達成率 100 ％ 達成率

7245 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 7395 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

件 実績値 1実績値 0 件 実績値 件件 実績値 0

Ｋ  P  Ｉ

小中高校生の各種スポーツ大会の運営上の不備件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 件 目標値 0 件 目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 件

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

質の高い授業の実践や指導者の資質向上、指導力強化に一定程度の役割を果たしており、引き続き、計画に

沿って指導力の向上に取り組むことから、８年度の執行方法や９年度予算の見直しは想定していない。

決算額 2868 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 1289

千円 決算額 2786 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
3556 千円

最終現計

予算額
3788 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 100 ％ 達成率

4075 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 3083 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

％ 実績値 100

100 ％ 目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 100 ％ 実績値 100 ％ 実績値 ％％ 実績値 100

当初
事　項 学校体育指導力向上事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要
学習指導要領に沿った質の高い授業の実践や指導者の資質向上及び指導力強化を図る。

始期 2009

終期

Ｋ  P  Ｉ

授業研究会が授業づくりに役に立ったと思う参加教員割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 100 ％ 目標値


